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会          議          録 

会議の名称 令和２年度第１回和泉市地域密着型サービス運営委員会 

開催日時 令和２年７月１６日（木） １５時２０分から１５時４５分まで 

開催場所 和泉市コミュニティセンター４階視聴覚室 

出席者 

・委員 

 村橋会長･佐藤副会長･鹿島委員･大谷委員･松田委員・友田委員・花

谷委員･門林委員・浅井委員･平田委員 

・事務局 

 堂ノ上福祉部長･藤波高齢介護室長･井上介護保険担当課長･秦

総括主幹・荒木総括主査・藤本主事 

会議の議題 

１報告事項 

① 地域密着型施設運営等の状況について 

② 地域密着型施設整備の進捗状況について 

２ その他 

会議の要旨 
報告事項①②の説明を行った。 

その他として、今後の会議開催予定について説明した。 

会議録の 

作成方法 

□全文記録 

■要点記録 

記録内容の 

確認方法 

■会議の議長の確認を得ている 

□出席した構成員全員の確認を得ている 

□その他（                                                ） 

その他の必要 

事項（会議の 

公開･非公開、 

傍聴人数等） 

会議公開 

傍聴者０名 

 

 

審  議  内  容  （発言者、発言内容、審議経過、結論等） 



2 

司 会 

 

 

会 長 

 

 

事務局 

 

会 長 

 

 

委 員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

会 長 

 

委 員 

 

 

 

開会、資料確認 

会議成立の報告 

 

それでは、本日の次第に沿って進めてまいります。報告事項①「地域密着型施設

運営等の状況」について事務局より説明を願います。 

 

報告事項①「地域密着型施設運営等の状況」を説明。 

 

ありがとうございました。それでは、皆様から質問等、ございましたらお願いい

たします。 

 

先ほどの介護保険運営協議会で、平成２９年、平成３０年、令和になって地域密

着型介護サービスが一旦減って、また増えたという話が出た時に、地域密着型通所

介護の事業所の１つが広域型に変わったという話があったと思います。広域型に変

わったためと説明されたのですが、今回の資料ではどこに記載されていますか。 

 

今回、地域密着型の受給者数の増員について、広域型のサービスに移行したと申

し上げましたが、こちらは地域密着型通所介護の事業所が、通常規模の通所介護に

移行したというところになり、ここには記載していません。 

 

第１圏域にあるエクスプリオルは、馬場記念病院でしょうか。利用者２５人、空

きが４人なのに、待機者が６人というのは、サービスを受けるだけの職員が不足し

ているので４人の空きがあると、そういう理解でいいのでしょうか。 

 

利用状況について、施設に確認しました。エクスプリオルは、令和２年４月１日

に開設してまだ間もない施設ということで、４月末の時点で、入所申込はあっても、

病状や病院施設の都合、人員の都合などから入所決定ができなかったため、４床が

空床になっていたという状況です。 

 

施設関係者に話を聞くと、４月オープンで、ちょうどコロナの関係もあり一気に

はできないと。人員が足りないのではなく、もう大丈夫、とのことです。 

 

ご説明、ありがとうございました。 

 

圏域３と圏域４のグループホームのぞみ野とひかりの園グループホームで、待機

者がそれぞれ９人と１６人とあります。現在、どのように待機をしているのか、把

握していたら教えてください。 
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事務局 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会 長 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

今、どういう状況かというところは、把握をできていない状況です。 

 

第２圏域のサニーヴィラひまわりの空き状況が２人とありますが、これは、空い

ているので、どこかから紹介するといったことはできないのですか。 

 

サニーヴィラひまわりは、施設の種類が小規模多機能型居宅介護という施設で、

建物があって、そこに入居するというよりは、通いと訪問と短期のお泊りを組み合

わせて使う施設になりますので、他のグループホームや、地域密着型介護老人福祉

施設とは形態が違う施設になっております。 

 

現実的にはお泊りデイなのです。デイと泊りです。ですから、そこで空き状況が

０というのはありえにくいのです。ですから、小規模多機能型居宅介護の場合はそ

ういう面で言うと余裕があるから、今日はお通夜があるから頼みますと、そういう

時など肝心な時に空いていないと意味がないところがあるので、１つくらい空いて

いるほうが、逆に言えば、地域にとっては使いやすいのではないでしょうか。これ

が、ずっと空きがないと、それは逆に小規模多機能型居宅介護じゃなくなってしま

うのです。 

 

サービスの種別が違うということや、特徴について委員から補足をいただきまし

た。ありがとうございました。その他、ご意見等ございますか。よろしいでしょう

か。 

では、報告事項②に移らせていただきます。報告事項②「地域密着型施設整備の進

捗状況について」事務局から説明お願いします。 

 

報告事項②「地域密着型施設整備の進捗状況について」を説明 

 

ありがとうございました。それでは、委員の皆様より、ご意見、ご質問等ありま

したらお願いいたします。 

 

４つのすべての圏域において、クループホームが１つ入ったのですね。そして、

今度新しく第４圏域に地域密着型介護老人福祉施設のしもみやができることによ

って、すべての圏域に地域密着型の特別養護老人ホームが出来るということですよ

ね。すべての圏域にグループホームができて、そして、２つの圏域にいわゆる小規

模多機能型居宅介護ができたという理解でいいのですよね。ただ、第２圏域だけは

地域密着型の特別養護老人ホームが２つあり、残りの圏域は１つずつですというこ

とですが、これは次の第８期介護保険計画において、どういうふうに考えていった

らいいのかということを、第２回目、第３回目の会議でおっしゃられると思うので、

その辺のところを逆に教えていただければ、ありがたいと思います。これで十分な
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

のか、だいたいのイメージをどういうふうに考えておられるのか。 

 

現在の地域密着型介護老人福祉施設は、今年４月にオープンしたところと、来年

３月にオープンするところがありますので、その運営について、どのような状況に

なっているか、今の時点ではわからないところもあります。各圏域に１つずつ建っ

たということがあり、それと、アンケートのほうで「施設はつくらずに、保険料が

上がらないように」という結果が出ていますので、一応、地域密着型介護老人福祉

施設については第８期計画に入れなくてもいいのではないかという考えは持って

います。その辺はまた、運営協議会で決めていただくような形にはなるのですが、

ただ、認知症の方については増えていくということがありますので、グループホー

ムが必要ではないかという考えは持っています。その辺はまた提案していきたいで

すし、協議会のほうで揉んでいただきたいなとは考えております。 

 

それが先ほど、グループホーム、小規模多機能型居宅介護とおっしゃったところ

にひっかかってくるところなのですね。小規模多機能型居宅介護はものすごく大事

だと思いますが、経営的な運営でなかなか難しいところがある。ですから今回、悠

人会がサンガーデンハウスを開設するということで、そういう大きな法人がやって

いただくというのは、ある面ではありがたいと思いますが、先ほど、おっしゃった

ことは費用のことですよね。箱ものはあまり造らないほうがいいのではないか、た

だ、そうは言いながらも、通常規模の介護老人福祉施設ではなくて、地域密着型介

護老人福祉施設を建てることによって、これは地域とってありがたいのかなと思っ

ているのです。 

ただ、気になっていたのは、地域密着型介護老人福祉施設と言いながら、通常規

模の介護老人福祉施設の横に建っている。通常規模の介護老人福祉施設の横にあっ

て、壁１枚で地域密着型介護老人福祉施設があったら、これが地域密着型介護老人

福祉施設なのかと言われた時に、本当の意味の地域密着型は小さな範囲のところに

建てることだと思っていたのですが、ただ、小さな範囲で運営しているところもあ

るのだけども、和泉市の場合は結構、地域密着型介護老人福祉施設が通常規模の介

護老人福祉施設の横に建っているところがあるので、これもしょうがないのかなと

思いながら見ていたのですが。 

グループホームに関しては、認知症絡みで言えば、認知症のこれからの増え方を

考えてみたら、もう少しあってもいいかも知れないと思います。ただ、そういう時

に、先ほどの運営協議会でのアンケートの中で、働く人自体の確保がなかなか難し

くなっている。特に、認知症の場合は専門性が問われると思うのです。介護者は介

護者だけども、やはり、ある程度専門性が問われます。介護福祉士の資格を取得す

れば、いきなりグループホームで働けるかと言ったら、実は難しく、ある程度経験

が必要です。建てるのであれば、少しずつ建てていかれたほうが安全かなと思いな

がら聞かせていただきました。 
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会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

会 長 

 

 

 

司 会 

 

貴重な意見をいただきました。その他、ご質問等ございますか。よろしいでしょ

うか。 

それでは報告事項②につきましては、ここまでとさせていただきます。その他、

資料の全般に関わること、疑問に感じていること等何かご意見はございませんでし

ょうか。限られた時間での質疑となっておりますので、事務局からの説明で不明な

点、もう少し詳しく説明を聞きたい等ありましたら、事務局へ直接確認いただけま

すようお願いします。本議題については、これをもちまして終了とさせていただき

ます。 

次に、その他として、事務局、何かありますでしょうか。 

 

今年度の会議開催予定の説明 

 

ありがとうございました。また、日程、予定の確保のご協力をお願いいたします。

本日の地域密着型サービス運営委員会の議題はすべてを終了しました。委員の皆

様、長時間ありがとうございました。この後の進行は事務局お願いします。 

 

閉会 

 


